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農業委員会への届出が必要になりました。
●相続等によって農地を取得した人は、農地の 
 ある農業委員会へ届出が必要となりました。
　届出をしなかったり、虚偽の届出をすると、 
 10万円以下の過料に処せられる場合があり 
 ます。
●耕作できない場合等は、
 農業委員会から貸借等の
 あっせんを受けることが
 できます。
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倉吉市農業委員会
鳥取県倉吉市東町435-1
倉 吉 市 役 所 北 庁 舎
☎0858-22-8171
　0858-23-9100FAX

地　区 地　目 平均額 最高額 最低額 データ数

倉吉市全域
田 7,700円 12,200円 2,200円 383
畑 6,600円 10,000円 3,000円 59

※農地の貸し借りに伴う賃貸料の目安となる実勢の賃借料です。

お知らせお知らせ

倉 吉 市 賃 借 料 情 報
農地法の改正により、従来の標準小作料制度は

廃止となりました。
これに代わり、賃借料の情報提供を行うことと

なりました。
平成 22年1月から12 月までに締結（公告）され

た賃貸借における、賃借料水準（10a 当たり）は、
下表のとおりとなっております。

作　業　区　分 標準額
（税込み）

摘　　　要
（10 a当たり）

普 通 田 植 6,825円

側 条 施 肥 田 植 7,875円 肥料代は別途計算

薬剤同時処理田植 7,875円 薬剤代は別途計算

荒 か き 4,725円

植 え 代 か き 6,825円

稲 コ ン バ イ ン 16,275円
雑草・変形田等　20％増
倒伏30～69％　20％増
倒伏70％以上　30％増
（但し、当事者間の話し合い）
結束2,100円増

麦 コ ン バ イ ン 12,075円

バ イ ン ダ ー 8,400円

ハ ー ベ ス タ ー 8,400円 依頼者1名出役

耕　　転

田 全耕 6,825円

畑
全耕 5,775円

深耕 15,750円 ロータリーによる

薬 剤 散 布 1,575円 薬剤代は別途計算

一般農作業労働賃金 6,400円 1日8時間・賄いなし

大豆・小豆
栽　　  培

播　　種 4,200円 施肥同時の場合は1,050円増

中耕培土 5,250円

脱　　穀 5,775円 依頼者1名出役

コンバイン 8,925円

畦 づ く り 63円 片畦1m当たり

もみ・大豆
運　　 搬

小　　袋 157.50円 1袋

大　　袋 5.67円 1㎏につき※袋使用料込み

草 刈 り 1,575円 畦1時間当たり

（注）環境不良田、畑（8a未満のほ場・湿田等）は20％増しとします。

平成24年倉吉市農作業労働標準賃金
今年の農作業労働標準賃金は下表のとおりです。
標準額については、農作業の受委託の際の目安と

なるものです。決定については、当事者間で話し合っ
てください。
詳しくは、農業委員会にお尋ねください。

「農業者年金」に加入しましょう!!
①満20歳以上60歳未満の方
②国民年金第1号被保険者
③年間60日以上農業に従事している方
すべての要件を満たせば、誰でも加入できます。
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【問合せ先】 倉吉市役所北庁舎
 農業委員会事務局
 電話 22-8171
 FAX 23-9100

地域内農業者の皆さん
なんでも相談ください‼

あなたの農業経営を応援します。
●相談場所：JA中央営農センター会議室

※ただし、平成 24年4月から会場変更
◯市役所北庁舎 3階会議室

●相談時間：午前 9時から午後 3時まで
※毎月 1回（第 3水曜日）但し、祝日の場合は翌日
【申込・問合せ先】倉吉市農林課

TEL22-8157   FAX23-9100

加
入
要
件

●少子高齢化時代に強い積立方式
●終身年金で80歳までの保証付き
●支払った保険料は全額社会保険控除
○認定農業者には、政策支援（保険料の国庫補助）も
　あります。
　（注）政策支援には、20年要件・所得要件・年齢要件が
　　　あります。

特
　
　
徴

ご相談・加入申込みについては、農業委員会又は
JAにお問い合わせください。

　農地パトロールによる遊休農地の調査・指導再生に
向けての遊休農地解消対策助成金交付などの取組み・
支援により解消された遊休農地
耕作放棄地　総面積 477,096㎡
解消面積　　　　　   99,597㎡

（平成22年度利用状況調査による）

農業委員会の遊休農地解消の取り組み

農地を相続したときは…!?農地を相続したときは…!?

違反転用農地について
●農地を農地以外のものにする場合、許可が必要です。

●違反転用すると重い罰金が課せられます。

再生前　　　　　　　　　　　再生後

農業委員の訪問等による是正指導・意向確認の実施

平成23年8月から11月　農地パトロール実施

なくそう遊休農地・違反転用農地なくそう遊休農地・違反転用農地

　農地は、食料の安定供給を図るための重要な生産基
盤です。農地について所有権又は賃借権その他の使用
および収益を目的とする権利を有する者は、当該農地
の農業上の適性かつ効率的な利用を確保する責務が
あります。
　農業委員会では毎年1回、農地が適性かつ効率的な
耕作がされているか農地パトロールによる利用状況
調査を実施しています。

　倉吉市補助金等交付規則第4条の規定に基づき遊
休農地解消対策事業助成金の交付について規則に定
めています。
　助成金は、遊休農地を再生するための経費の一部を
助成することにより、本市における遊休農地解消を図
り、地域農業の振興に寄与する事を目的として交付さ
れています。

農業委員会の遊休農地解消の取り組み

【10アールあたりの助成金の額】
１万円から３万円の範囲内

遊休農地解消対策事業助成金

あなたの農地は効率的に利用されていますか?
遊休農地になっていませんか⁉

遊休農地解消対策事業助成金を活用して農地を再生!

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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生命の維持・存続に欠かせない最も重要なもののひとつに「食べ物」があります。食料の大部分は、空気・水・
土地など、自然の恩恵を受けながら、田・畑・果樹園・畜舎等で、人の手によって栽培・養育され、美味しく、
安全で、安定供給できるように、限られた条件で工夫しながら生産活動をしているのが「農業」です。
将来も美味しく、安全で豊かな食料の生産と供給の確保のため、みんながきれいな空気・水・風土の保持に
心がけ、健康で暮らしやすい倉吉市にしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

― 生命と農業の関わり ―
土・太陽・水―農地（田・畑）から食卓まで

プリンスメロン

会 

長
　
山 

脇
　
優

区域（旧町村単位） 氏　　　名 電話番号 担 当 地 区

上北条地区
德 田 和 幸 26-1399 穴窪・大塚・中江・新田・井手畑・下古川
西谷美智雄 26-2245 古川沢・小田

上井地区 福 井 章 人 26-0719 清谷・福庭・海田・上井～河北町

西郷地区
杉 本 訓 志 26-1084 山根・伊木・八屋・下余戸
山 口 博 敬 26-0575 上余戸・栗尾・大原・広栄町・虹ヶ丘町

倉吉地区 黒 川 　 衛 22-2964 上灘・成徳・明倫

灘手地区
伊 藤 源 蔵 22-3845 北面・穴沢・尾原・別所
美 田 俊 一 23-1080 鋤・谷・津原・別所（穴田・半坂）

社地区
岸 本 岩 男 28-4152 国分寺・秋喜・秋喜西町・福光・横田・黒見
村 本 英 人 28-4162 国府・大谷・西福守町・馬場町
浅 井 稔 洋 22-5688 上神・寺谷・大谷茶屋・和田・和田東町・不入岡

北谷地区
笠 見 　 猛 28-1072 忰谷・中野・長谷・森・大河内（汗干・つつじが丘）
松 本 幸 男 28-3202 三江（才ヶ崎）・福本・福富・沢谷・杉野
藤 井 詔 子 28-0803 尾田・志津（横谷・藤井谷・志津仙隠）

高城地区

山 脇 　 優 28-1656 下米積
中 野 　 隆 28-0502 上米積・上福田・下福田
金 信 正 明 28-5171 福積・岡・大立（横手）・上大立・般若・椋波・立見
坂 本 　 襄 28-5097 今在家・服部（旭原）・桜・河来見

小鴨地区

數 馬 　 豊 28-2564 富海・下大江・東鴨・東鴨新町・長坂町・長坂新町
水谷榮之進 28-0547 生田・北野・丸山町・西倉吉町・福守町・鴨川町
森 　 敏 弘 28-2464 小鴨・中河原
林 　 修 二 28-4426 大宮・岩倉・菅原

上小鴨地区

山 根 清 人 28-3302 上古川・福山・広瀬
谷本貴美雄 28-0829 鴨河内・耳
石 田 俊 正 28-1230 石塚
太 田 光 紘 28-1564 蔵内

矢送地区 鐵 本 達 夫 45-3379 関金宿・郡家・山口

南谷地区
藤井由美子 45-3392 大鳥居
日 野 一 良 45-2607 泰久寺・松河原
山 崎 重 三 45-3478 安歩

山守地区
影 山 卓 司 45-3760 今西・堀
毛利紀久子 45-2196 明高・福原・小泉・米富・野添

農地などのご相談は私たち農業委員へおまかせください。

くらよしの主な食材くらよしの主な食材
地産地消を推進し、健全な食生活と地元農産物の消費拡大に努めましょう。
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白ねぎ

アリシンと呼ばれる成分が青ねぎの2倍以上含まれて
います。このアリシンは殺菌作用、解熱作用、二日酔
い予防効果があり、また疲労回復や風邪の治療にも
効果があります。

キャベツ

ビタミンC・ビタミンK、カルシウムなどの他、ビタ
ミンUという珍しい成分を含んでいます。このビタミ
ンUは、荒れた胃腸を元気にしてくれるビタミンです。
整腸作用があり、胃や腸の粘膜の新陳代謝を活発に
させる効果があるといわれています。

チンゲンサイ

カロチン、ビタミンCを多く含み、無機質のカルシウム・
カリウムが多いのが特徴です。炒めても、茹でても
ビタミンなどの栄養の損失が少ないのも特徴です。

旬歴 春 夏 秋 冬
玉ねぎ
白ねぎ
キャベツ
ブロッコリー
チンゲンサイ
きゅうり
大原トマト
水耕トマト
甘長とうがらし
な  す
大根・ゆきっこ大根
ニンニク
いちご
プリンスメロン
タカミメロン
アールスナイト
スイカ・極実スイカ
極実抑制スイカ
二十世紀梨
晩生梨
柿（西条・富有）
根わさび
原木しいたけ

3月　　　　   6月　　　　   9月　　　　 12月
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選
に
よ
り
、
委
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
に
も

増
し
て
農
業
委
員
会
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
国
は
、
今
後
一
〇
年
間
の
新
た
な
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
を
決
め
、
個
別
所
得
補
償
制
度
の
導
入
や
食

料
自
給
率
目
標
の
引
き
上
げ
、
農
業
・
農
村
の
六
次
産
業
化

に
よ
る
所
得
と
雇
用
及
び
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
な
ど
、

新
た
な
視
点
に
よ
る
農
政
の
転
換
で
「
食
」
と
「
地
域
」
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、「
平
成
の
農
業
改
革
」
と
い
わ
れ
る
改
正
農

地
法
に
お
い
て
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
果
た
す
べ
き
役
割

と
機
能
は
、
質
・
量
と
も
に
増
大
す
る
中
で
、
新
た
な
農
地

制
度
を
農
業
・
農
村
現
場
に
し
っ
か
り
と
機
能
さ
せ
、
農
地

の
確
保
・
有
効
利
用
を
さ
ら
に
進
め
、
農
業
の
振
興
と
、
そ

れ
を
支
え
る
農
村
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
遊
休
農
地
・
耕

作
放
棄
地
の
未
然
防
止
と
解
消
に
向
け
た
活
動
の
強
化
と
農

地
の
一
層
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
農
業
委
員
会
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
本

市
の
農
業
振
興
を
図
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
農

業
委
員
も
、
よ
り
一
層
研
鑽
を
深
め
、
農
業
者
の
み
な
さ
ま

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
行
政
等
へ

の
政
策
反
映
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
農
業
委
員
会
へ
、
皆
様
の
声
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

生命の維持・存続に欠かせない最も重要なもののひとつに「食べ物」があります。食料の大部分は、空気・水・
土地など、自然の恩恵を受けながら、田・畑・果樹園・畜舎等で、人の手によって栽培・養育され、美味しく、
安全で、安定供給できるように、限られた条件で工夫しながら生産活動をしているのが「農業」です。
将来も美味しく、安全で豊かな食料の生産と供給の確保のため、みんながきれいな空気・水・風土の保持に

心がけ、健康で暮らしやすい倉吉市にしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

― 生命と農業の関わり ―
土・太陽・水―農地（田・畑）から食卓まで

プリンスメロン

会 

長
　
山 

脇
　
優

区域（旧町村単位） 氏　　　名 電話番号 担 当 地 区

上北条地区
德 田 和 幸 26-1399 穴窪・大塚・中江・新田・井手畑・下古川
西谷美智雄 26-2245 古川沢・小田

上井地区 福 井 章 人 26-0719 清谷・福庭・海田・上井～河北町

西郷地区
杉 本 訓 志 26-1084 山根・伊木・八屋・下余戸
山 口 博 敬 26-0575 上余戸・栗尾・大原・広栄町・虹ヶ丘町

倉吉地区 黒 川 　 衛 22-2964 上灘・成徳・明倫

灘手地区
伊 藤 源 蔵 22-3845 北面・穴沢・尾原・別所
美 田 俊 一 23-1080 鋤・谷・津原・別所（穴田・半坂）

社地区
岸 本 岩 男 28-4152 国分寺・秋喜・秋喜西町・福光・横田・黒見
村 本 英 人 28-4162 国府・大谷・西福守町・馬場町
浅 井 稔 洋 22-5688 上神・寺谷・大谷茶屋・和田・和田東町・不入岡

北谷地区
笠 見 　 猛 28-1072 忰谷・中野・長谷・森・大河内（汗干・つつじが丘）
松 本 幸 男 28-3202 三江（才ヶ崎）・福本・福富・沢谷・杉野
藤 井 詔 子 28-0803 尾田・志津（横谷・藤井谷・志津仙隠）

高城地区

山 脇 　 優 28-1656 下米積
中 野 　 隆 28-0502 上米積・上福田・下福田
金 信 正 明 28-5171 福積・岡・大立（横手）・上大立・般若・椋波・立見
坂 本 　 襄 28-5097 今在家・服部（旭原）・桜・河来見

小鴨地区

數 馬 　 豊 28-2564 富海・下大江・東鴨・東鴨新町・長坂町・長坂新町
水谷榮之進 28-0547 生田・北野・丸山町・西倉吉町・福守町・鴨川町
森 　 敏 弘 28-2464 小鴨・中河原
林 　 修 二 28-4426 大宮・岩倉・菅原

上小鴨地区

山 根 清 人 28-3302 上古川・福山・広瀬
谷本貴美雄 28-0829 鴨河内・耳
石 田 俊 正 28-1230 石塚
太 田 光 紘 28-1564 蔵内

矢送地区 鐵 本 達 夫 45-3379 関金宿・郡家・山口

南谷地区
藤井由美子 45-3392 大鳥居
日 野 一 良 45-2607 泰久寺・松河原
山 崎 重 三 45-3478 安歩

山守地区
影 山 卓 司 45-3760 今西・堀
毛利紀久子 45-2196 明高・福原・小泉・米富・野添

農地などのご相談は私たち農業委員へおまかせください。

くらよしの主な食材くらよしの主な食材
地産地消を推進し、健全な食生活と地元農産物の消費拡大に努めましょう。

醗
酵
堆
肥
と
稲
ワ
ラ
、も
み
が
ら
等
の
施
肥
で
、

メ
ロ
ン
に
最
適
な
土
壌
を
作
り
、農
薬
に
よ
る

防
除
回
数
を
減
ら
し
、ミ
ル
ク
と
ブ
ド
ウ
糖
を

散
布
す
る
こ
と
で
、樹
勢
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

自
然
の
光
と
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
、元
気
に
育
て
た

薄
緑
色
の
甘
い
メ
ロ
ン
で
す
。

極実スイカ
一
般
に
ス
イ
カ
は
、か
ん
ぴ
ょ
う
等
の
台
木
に

ス
イ
カ
の
穂
木
を
接
い
だ
接
木
苗
で
栽
培
し
ま
す
が
、

極
実
ス
イ
カ
は
、ス
イ
カ
本
来
の
味
を
求
め
て
、

ス
イ
カ
の
台
木
に
ス
イ
カ
の
穂
木
を
接
木
し
て

栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、ス
イ
カ
本
来
の
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
感
が

あ
り
、ま
ろ
や
か
で
甘
い
ス
イ
カ
で
す
。

二十世紀梨
鳥
取
県
の
顔
と
も
言
え
る
青
梨
の
代
表
的
品
種
、

倉
吉
を
代
表
す
る
果
物
で
、

全
国
有
数
の
出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。

倉
吉
に
根
付
い
て
百
年
、

梨
本
来
の
独
特
の
酸
味
と
甘
み
の
調
和
が

と
れ
た
味
が
根
強
い
人
気
で
す
。

白ねぎ

アリシンと呼ばれる成分が青ねぎの2倍以上含まれて
います。このアリシンは殺菌作用、解熱作用、二日酔
い予防効果があり、また疲労回復や風邪の治療にも
効果があります。

キャベツ

ビタミンC・ビタミンK、カルシウムなどの他、ビタ
ミンUという珍しい成分を含んでいます。このビタミ
ンUは、荒れた胃腸を元気にしてくれるビタミンです。
整腸作用があり、胃や腸の粘膜の新陳代謝を活発に
させる効果があるといわれています。

チンゲンサイ

カロチン、ビタミンCを多く含み、無機質のカルシウム・
カリウムが多いのが特徴です。炒めても、茹でても
ビタミンなどの栄養の損失が少ないのも特徴です。

旬歴 春 夏 秋 冬
玉ねぎ
白ねぎ
キャベツ
ブロッコリー
チンゲンサイ
きゅうり
大原トマト
水耕トマト
甘長とうがらし
な  す
大根・ゆきっこ大根
ニンニク
いちご
プリンスメロン
タカミメロン
アールスナイト
スイカ・極実スイカ
極実抑制スイカ
二十世紀梨
晩生梨
柿（西条・富有）
根わさび
原木しいたけ

3月　　　　   6月　　　　   9月　　　　 12月
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農業委員会への届出が必要になりました。
●相続等によって農地を取得した人は、農地の 
 ある農業委員会へ届出が必要となりました。
　届出をしなかったり、虚偽の届出をすると、 
 10万円以下の過料に処せられる場合があり 
 ます。
●耕作できない場合等は、
 農業委員会から貸借等の
 あっせんを受けることが
 できます。

第 65号（４）（１）第 65号

第 65 号
発 行  編  集

倉吉市農業委員会
鳥取県倉吉市東町435-1
倉 吉 市 役 所 北 庁 舎
☎0858-22-8171
　0858-23-9100FAX

地　区 地　目 平均額 最高額 最低額 データ数

倉吉市全域
田 7,700円 12,200円 2,200円 383
畑 6,600円 10,000円 3,000円 59

※農地の貸し借りに伴う賃貸料の目安となる実勢の賃借料です。

お知らせお知らせ

倉 吉 市 賃 借 料 情 報
農地法の改正により、従来の標準小作料制度は
廃止となりました。
これに代わり、賃借料の情報提供を行うことと
なりました。
平成 22年1月から12 月までに締結（公告）され
た賃貸借における、賃借料水準（10a 当たり）は、
下表のとおりとなっております。

作　業　区　分 標準額
（税込み）

摘　　　要
（10 a当たり）

普 通 田 植 6,825円

側 条 施 肥 田 植 7,875円 肥料代は別途計算

薬剤同時処理田植 7,875円 薬剤代は別途計算

荒 か き 4,725円

植 え 代 か き 6,825円

稲 コ ン バ イ ン 16,275円
雑草・変形田等　20％増
倒伏30～69％　20％増
倒伏70％以上　30％増
（但し、当事者間の話し合い）
結束2,100円増

麦 コ ン バ イ ン 12,075円

バ イ ン ダ ー 8,400円

ハ ー ベ ス タ ー 8,400円 依頼者1名出役

耕　　転

田 全耕 6,825円

畑
全耕 5,775円

深耕 15,750円 ロータリーによる

薬 剤 散 布 1,575円 薬剤代は別途計算

一般農作業労働賃金 6,400円 1日8時間・賄いなし

大豆・小豆
栽　　  培

播　　種 4,200円 施肥同時の場合は1,050円増

中耕培土 5,250円

脱　　穀 5,775円 依頼者1名出役

コンバイン 8,925円

畦 づ く り 63円 片畦1m当たり

もみ・大豆
運　　 搬

小　　袋 157.50円 1袋

大　　袋 5.67円 1㎏につき※袋使用料込み

草 刈 り 1,575円 畦1時間当たり

（注）環境不良田、畑（8a未満のほ場・湿田等）は20％増しとします。

平成24年倉吉市農作業労働標準賃金
今年の農作業労働標準賃金は下表のとおりです。
標準額については、農作業の受委託の際の目安と
なるものです。決定については、当事者間で話し合っ
てください。
詳しくは、農業委員会にお尋ねください。

「農業者年金」に加入しましょう!!
①満20歳以上60歳未満の方
②国民年金第1号被保険者
③年間60日以上農業に従事している方
すべての要件を満たせば、誰でも加入できます。

全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
し
ょ
う
！

　
新
し
い
農
業
・
農
村
の
動
き
・
新
経
営
戦
略
や
営
農
技
術
・
流
通
・

家
庭
と
暮
ら
し
な
ど
的
確
で
役
立
つ
情
報
誌
で
す
。

　
　
発
　
行
　
全
国
農
業
会
議
所
　
発
行
日
　
毎
週
金
曜
日

　
　
購
読
料
　
一
ヶ
月
　
六
〇
〇
円

　
　
申
込
先
　
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
情
報
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

編集部
より

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
編
集
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
と
な
る
よ
う
、
身
近
な

情
報
・
ご
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【問合せ先】 倉吉市役所北庁舎
 農業委員会事務局
 電話 22-8171
 FAX 23-9100

地域内農業者の皆さん
なんでも相談ください‼

あなたの農業経営を応援します。
●相談場所：JA中央営農センター会議室

※ただし、平成 24年4月から会場変更
◯市役所北庁舎 3階会議室

●相談時間：午前 9時から午後 3時まで
※毎月 1回（第 3水曜日）但し、祝日の場合は翌日
【申込・問合せ先】倉吉市農林課

TEL22-8157   FAX23-9100

加
入
要
件

●少子高齢化時代に強い積立方式
●終身年金で80歳までの保証付き
●支払った保険料は全額社会保険控除
○認定農業者には、政策支援（保険料の国庫補助）も
　あります。
　（注）政策支援には、20年要件・所得要件・年齢要件が
　　　あります。

特
　
　
徴

ご相談・加入申込みについては、農業委員会又は
JAにお問い合わせください。

　農地パトロールによる遊休農地の調査・指導再生に
向けての遊休農地解消対策助成金交付などの取組み・
支援により解消された遊休農地
耕作放棄地　総面積 477,096㎡
解消面積　　　　　   99,597㎡

（平成22年度利用状況調査による）

農業委員会の遊休農地解消の取り組み

農地を相続したときは…!?農地を相続したときは…!?

違反転用農地について
●農地を農地以外のものにする場合、許可が必要です。

●違反転用すると重い罰金が課せられます。

再生前　　　　　　　　　　　再生後

農業委員の訪問等による是正指導・意向確認の実施

平成23年8月から11月　農地パトロール実施

なくそう遊休農地・違反転用農地なくそう遊休農地・違反転用農地

　農地は、食料の安定供給を図るための重要な生産基
盤です。農地について所有権又は賃借権その他の使用
および収益を目的とする権利を有する者は、当該農地
の農業上の適性かつ効率的な利用を確保する責務が
あります。
　農業委員会では毎年1回、農地が適性かつ効率的な
耕作がされているか農地パトロールによる利用状況
調査を実施しています。

　倉吉市補助金等交付規則第4条の規定に基づき遊
休農地解消対策事業助成金の交付について規則に定
めています。
　助成金は、遊休農地を再生するための経費の一部を
助成することにより、本市における遊休農地解消を図
り、地域農業の振興に寄与する事を目的として交付さ
れています。

農業委員会の遊休農地解消の取り組み

【10アールあたりの助成金の額】
１万円から３万円の範囲内

遊休農地解消対策事業助成金

あなたの農地は効率的に利用されていますか?
遊休農地になっていませんか⁉

遊休農地解消対策事業助成金を活用して農地を再生!

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕


